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　近年、地震波干渉法に基づき、雑微動データから地下の地震波速度構造を推定する手法が広く適用されてい

る。特に雑微動データの相互相関関数を用いた地震波速度のモニタリングは、地震や火山活動、季節性の変動

などに関連する地震波速度の変化を連続的に検出できる手法として有効である。本研究では、2016年4月16日

に発生した熊本地震（Mw7.0）の影響による九州地方の地震波速度の時空間変化を推定した。 

 

　解析に利用したデータは、2015年12月1日から2016年11月30日において、防災科学技術研究所の高感度地

震観測網(Hi-net)で記録された連続地震動データを利用した。雑微動データの相互相関解析から、2観測点間の

相互相関関数を0.1-0.9Hzの周波数帯で計算した。相互相関関数のコーダ波にストレッチング法を適用するこ

とで、1日ごとの観測点間の速度変化を推定した。さらに、ある観測点に対し、40km以内にある観測点間の平

均速度変化を求めることで、空間的な速度変化を求めた。 

 

　その結果、熊本地震直後に震源断層や阿蘇山周辺で明瞭な速度低下が得られた。震源断層周辺では約0.4%の

速度低下がみられ、これは地震による断層周辺のダメージや間隙水圧の上昇によるものであると考えられ

る。阿蘇山周辺で観測された最大約0.8%の速度低下は、高圧の火山性流体の存在によるものであると考えられ

る。地震直後に低下した速度は徐々に地震前の速度に戻る傾向が得られ、これは地震が岩盤に与えたダメージ

の回復を反映していると考えられる。また、地震後に阿蘇山周辺で観測された速度増加は、火山活動による圧

力低下により引き起こされた可能性がある。 
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